
                                     
 
 
 
 
 

  １ 目  的 

地域における青少年の健全育成実現のために、その中核を担う地域の子ども会の活性化及び地

域の子どもサークル活動等の充実が重要になってきている。 

   そこで、本研修会は子ども会や地域の子どもサークル等の指導に関わる人及び新規採用教職員

を対象に、レクリエーション等の指導・技術についての講義、演習を行うことで、子どもの体験

活動を支援するための専門的な知識・技術と、子どもとの基本的な関わり方の習得を図る。 

 

２ 主  催     福岡県教育委員会 

          福岡県子ども会育成連合会   

 

 ３ 主  管    福岡県教育庁南筑後教育事務所 

 

 ４  共   催     福岡県子ども会育成連合会南筑後ブロック連絡協議会 

           国立夜須高原青少年自然の家 

  

 ５ 企画・運営    福岡県「体験の風をおこそう」運動推進事業実行委員会 

 

 ６ 日  時     令和７年６月２２日（日） ９：３０～１５：３０（受付開始９：１０） 

 

 ７ 会  場     みやま市総合市民センターMIYAMAX 

〒８３５―００２４ みやま市瀬高町下庄７９２―１ 

           TEL  ０９４４―６３―３３３３    

 

８ 対 象 者       子ども会育成会役員及び会員、市町村行政青少年担当職員、 
幼稚園・保育所関係者、小・中・特別支援・義務教育学校教職員 
体験活動やレクリエーション指導に関心のある方、大学生、高校生 等 

 

 ９ 服  装    運動ができる服装、室内用シューズ 

 

１０ 参 加 費    １００円（傷害保険料、熱中症対策救急用品等） ※当日徴収します。 

 

１１ 携 行 品    飲み物、筆記用具、タオル等、昼食（各自でご持参ください） 

 

１２ 申込方法        参加希望者は、６月９日（月）までに、南筑後教育事務所

社会教育室まで、右記載の二次元コードまたは FAX（別紙

申込書）にてお申し込みください。 

            

 

１３ 問合せ先    福岡県教育庁南筑後教育事務所 社会教育室  （担当：堤） 

           〒833-0041 筑後市大字和泉 423 

           TEL  0942-53-7524   FAX 0942-53-7527 

           

  

福岡県プレイリーダー研修２級実施要項 
令和７年度 



１４ 研修日程 

日   程 研 修 会 内 容  及 び 会 場  

  ９：１０ 

 

  ９：３０ 

 

   ９：４０ 

 

 

１０：２０ 

 

 

  

 

 

 

 

 

１１：５０ 

 

１２：５０ 

 

 

 

１５：２０ 

１５：３０ 

【受付開始】   

 

【開 講 式】    開会の言葉、主催者あいさつ、講師紹介、日程説明 

 

【 講  義 】   「プレイリーダーの意義と役割」（領域①指導者のあり方）                 

南筑後教育事務所 社会教育主事補 堤 陽平 

 

【講義・演習】  「子どもの体験活動と安全管理」 

（領域②子どもの安全管理 領域③子どもの体験活動）        

講師 WakuWakuOFFICE あそ Be 隊 代表 薄井 良文 氏 

        

 

 

 

 

 

昼食・休憩        

 

【講義・演習】  「子どもの体験活動の実際」 

（領域③子どもの体験活動 領域②子どもの安全管理） 

講師 WakuWakuOFFICE あそ Be 隊 代表 薄井 良文 氏 

 

【閉 講 式】  修了証書授与、閉会の言葉、諸連絡、アンケート記入 等 

～解散～ 

 

１５ その他 

  （１） 本研修を修了すると、プレイリーダー研修２級の修了者となります。 

 （２） ２級修了者は、以下の日程で開催される福岡県プレイリーダー研修１級を受講することが 

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【福岡県プレイリーダー研修１級の日程等】 

期日：Ⅰ １０月１１日（土）～１０月１２日（日）／Ⅱ １１月８日（土）～１１月９日（日） 

場所：福岡県立少年自然の家「玄海の家」 〒811-3501 福岡県宗像市神湊 1276 

TEL 0940-62-2511 FAX 0940-62-2513 

熊本県防災消防航空隊初代隊員。阿蘇消防初代山岳救助隊長として山岳救助体制

を確立する。退職後は救助現場などで培った危機管理法や、自然体験活動指導で得

たアイスブレイク・チームビルディング術などを指導者や青年リーダー、企業や地

域団体への実践研修など、「自然との共生と生命と向き合う」講義活動を始める。 


